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当
町
に
お
け
る
交
流
人
口

増
加
策
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
幅
広
い
取
り
組
み
が
伺
え

ま
す
が
、
高
齢
化
・
人
口
減

少
が
避
け
て
通
れ
な
い
中
、

こ
の
町
に
必
要
な
も
の
は
、

交
流
人
口
と
と
も
に
「
活
動

人
口
」
を
い
か
に
増
や
せ
る

か
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴　

新
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
平
成
30

年
度
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総

合
戦
略
は
平
成
31
年
度
が
最

終
目
標
年
度
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
交
流
人
口
に
関
す
る

現
在
の
評
価
を
お
示
し
く
だ

さ
い
。

⑵　

「
活
動
人
口
」
の
増
加

は
、
地
域
づ
く
り
や
住
民
参

加
の
実
質
的
拡
大
が
不
可
欠

で
す
が
、
住
民
参
加
の
新
し

い
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

「活動人口」増加
で魅力ある
町づくり
回答（町長）

⑴　

当
町
の
交
流
人
口
の
目

標
値
設
定
は
、
予
測
観
光
客

数
を
平
成
30
年
に
86
万
人
と

し
て
い
る
。
平
成
29
年
の
実

績
は
約
73
万
人
で
あ
っ
た
。

　

交
流
人
口
増
加
策
と
し
て

は
、
特
に
寄
地
区
の
魅
力
を

生
か
し
た
農
山
村
に
泊
ま
る

事
業
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
チ
ャ
ン
ス
に
す
る
な
ど
の

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

⑵　

「
活
動
人
口
」
は
、
地

域
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加

す
る
人
の
数
と
理
解
し
て
い

る
。
以
前
か
ら
地
域
活
動
に

対
し
て
、
財
政
支
援
を
続
け

て
い
る
が
、
地
域
の
中
で
、

ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
か
、

　

今
年
も
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ
、
収

穫
の
秋
を
迎
え
さ
ら
に
大
き

な
被
害
を
被
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
質
問
を
い
た
し
ま

す
。

⑴　

農
作
物
の
被
害
は
増
え

続
け
、
農
家
の
生
産
意
欲
は

減
退
し
、
耕
作
放
棄
地
も
増

加
し
て
い
ま
す
。
町
内
で
の

状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

⑵　

空
き
家
に
な
っ
た
住
宅

子
ど
も
が
い
て
も
ど
こ
の
子

か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
こ

と
を
耳
に
す
る
。
自
治
会
と

の
協
働
で
、
こ
れ
ら
の
方
の

活
躍
で
き
る
場
や
子
ど
も
達

と
の
交
流
で
き
る
場
づ
く
り

の
推
進
を
図
り
、
町
の
活
性

化
に
つ
な
げ
、
魅
力
あ
る
町

に
し
て
い
き
た
い
。

が
放
置
さ
れ
、
雑
木
が
生
い

茂
り
、
ハ
チ
や
動
物
の
す
み

か
と
化
し
、
景
観
の
悪
化
、

防
犯
、
防
災
の
面
か
ら
も
問

題
が
あ
り
、
管
理
の
不
十
分

な
空
き
家
の
所
有
者
に
対
し

適
切
な
措
置
は
と
ら
れ
て
い

ま
す
か
。

⑶　

現
在
、
町
の
有
害
獣
防

止
柵
設
置
材
料
費
補
助
金
は

10
ａ
以
上
、
１
回
の
申
請
で

20
万
円
以
下
と
な
っ
て
い
ま

す
。
大
き
く
囲
う
場
合
、
補

助
金
の
範
囲
内
で
は
無
理
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
上
限

の
引
き
上
げ
は
で
き
な
い
も

の
で
し
ょ
う
か
。

内容を検証し
今後の方向性
を示す
回答（町長）

⑴　

耕
作
放
棄
地
の
現
状
は

２
０
１
５
年
調
査
で
43
ha
、

２
０
１
０
年
に
比
べ
５
ha
増

加
し
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
要
因
と
し
て
は
高
齢
化

と
世
代
交
代
に
よ
る
後
継
者

不
足
、
販
売
価
格
の
低
迷
、

さ
ら
に
有
害
獣
被
害
に
よ
る

営
農
意
欲
の
減
退
も
耕
作
放

棄
・
離
農
し
て
し
ま
う
大
き

な
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
。

⑵　

環
境
へ
の
悪
影
響
や
危

険
の
切
迫
性
な
ど
総
合
的
に

判
断
し
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、
先
行
し
て
い
る
自
治
体

の
例
を
参
考
に
具
体
の
検
討

を
進
め
て
い
く
。

⑶　

大
き
く
囲
う
場
合
、
隣

接
す
る
農
地
の
方
と
の
協
力
、

条
件
に
よ
っ
て
は
Ｊ
Ａ
の
補

助
制
度
も
併
せ
て
活
用
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
要
綱

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
利
用

実
績
や
効
果
な
ど
の
検
証
と

合
わ
せ
荒
廃
地
増
加
の
対
策

の
一
助
と
な
る
よ
う
、
今
後

の
方
向
性
を
示
し
て
い
き
た

い
。

水田の周りを防止柵で囲み有害獣の
侵入を防いでいる

質
問
者

　
石
内
　
浩
　
議
員

交
流
人
口
、
そ
し
て

「
活
動
人
口
」
の
増
加
を
！

質
問
者

　
飯
田
　
一
　
議
員

有
害
獣
防
止
柵
設
置
材
料
費
補
助
金

の
上
限
の
引
き
上
げ
を


